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鳥取県 

・鳥取県立鳥取聾学校（聴覚） 

・鳥取県立鳥取聾学校ひまわり分校（聴覚） 

 

1. 校内研修会及び学部研究会等による共通理解・合意形成 

 鳥取県では、鳥取県立鳥取聾学校（以下、「本校」）及び鳥取県立鳥取聾学校ひまわり分校

（以下、「ひまわり分校」）の両校が共通して、多様化する幼児児童生徒の教育的ニーズに応

えるために、個々の実態を多面的に整理・分析し、自立活動や教科等を横断的に関連させた

指導方法や指導体制等を工夫改善することによって、基礎的・基本的な知識及び技能（幼稚

部は「知識及び技能の基礎」）の確実な習得を図ることを目的として実践研究を行った。 

「本校」では、「言語の力」を全体の研究テー

マとして設定し、各学部の実態に合わせてテー

マを設定した。幼稚部では「言語概念の育成」、

小学部では「読みの力の育成」、中学部では「言

語による思考力の伸長」、高等部では「自己を客

観的に捉えたり、多角的に捉えたりする質の高

い思考力」とした。これらのテーマをもとに、各

学部で月に 1 回学部研究会及び分掌会を開き、

教職員間の共通理解を進めた。 

また、「ひまわり分校」でも、毎週の学部

会や、月 1 回行われる職員研修会で教職員

間の共通理解を深めた。とりわけ、定期的に

教職員がお互いの授業を参観し、学び合う

「参観ウィーク」を設定した。その際、「参

観アンケート」（資料 1）を作成することで、

授業者が観点を意識した授業づくりに心が 

けるとともに、参観者も明確な視点で授業を参観することができた。こうした教職員間での

研究協力校（課程又は障害種） 

 

研究の成果 

 観点１： 

各モデル事業内、及び近隣自治体間における概念（用語）の共通理解・合意形成 

 

資料 1 参加ウィーク アンケート用紙 
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他者評価を通じて、授業改善に取り組んだ。 

 

2-1. 「氷山モデルシート」の作成・活用 

 研究目的の一部にもなっている、個々の実態の多面的な整理・分析のために、「氷山モデ

ルシート」（資料 2）を作成し、それぞれの子どもの実態把握に活用した。具体的には、「氷

山モデルシート」を用いて、個々の子どもの各教科や日常生活の中で見られる強み・弱みを

具体的に記入し、弱みや課題の姿につながる要因は何かを検討した。例えば「教科書や資料

から必要な情報を取り出すことが難しい」といった課題が共通して挙げられた生徒につい

て、感覚や運動の発達の視点から視覚情報の処理の難しさと関連があると考え、自立活動の

指導につなげた。「ひまわり分校」は、規模の小さい教職員集団であるが、全教職員で幼稚

部から中学部までの幼児児童生徒に関わり、多面的に実態を把握することを意識している。

こうした取組を継続的に行うことで、実態把握をもとに授業を組み立てるという流れが定

着し、多様化する実態に対応する組織的な取組が可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点２： 

教育課程・個別の指導計画の実施状況とその評価 

資料 2 「氷山モデルシート」 
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2-2. 自立活動や教科等を横断的に関連させた指導の工夫 

 上記の実態把握をした個々の学習上又は生活上の困難やそれに基づく指導目標、指導方

法を教科等横断的な視点で取り組むために、「本校」では、自立活動の個別の指導計画を修

正し、「ひまわり分校」では、「自立活動の流れ図」（資料 3）を作成した。 

どちらも、具体的な指導場面について書き込む欄を加えることで、「誰が（授業担当者）」

「いつ（指導場面）」「何を（指導内容）」「どのように（指導や支援の工夫）」行うのかが明

確になり、担任と授業担当者の共通理解のもと取り組むことができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3 「自立活動の流れ図」 
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3. スタンダードの作成による基礎的環境整備 

 両校において、聴覚障害のある幼児児童生徒の共通した実態を踏まえた授業づくりの基

本的な留意事項をまとめた「鳥聾スタンダード」（資料 4）及び「ひまわりスタンダード」

（資料 5）を作成し、年度初めに全教職員で共有するとともに、新たに定期的な自己評価に

活用することで授業づくりの基礎的環境整備を図った。「ひまわり分校」では、「鳥聾スタン

ダード」を活用しつつ、「ひまわり分校」において大切にしたい事項について「ひまわりス

タンダード」で示すようにした。 

「鳥聾スタンダード」は、教職員の入れ替わりに対応し、聾学校の教育でどのようなこと

に気を付けて授業等を行えばよいか、発問や教室環境、声かけ等 5 つの観点からチェック

項目を作成した。こうした取組は、教職員全体で授業づくりの視点や方向性に関する共通認

識をもつことを可能とするだけでなく、教職員の自己評価や授業参観の視点として活用す

ることで、鳥取聾学校の専門性の維持に役立てるツールとなった。 

 

 

 

 

 

資料 4 「鳥聾スタンダード」 資料 5 「ひまわりスタンダード」 

観点 3： 

個のニーズにあわせた指導法、学習環境・支援の工夫 
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4. 子どもの実態に合わせた交流及び共同学習 

「本校」では、本事業以前から居住地校交流や学校間交流を行っている。学校全体として

も幼児児童生徒が少ないため、保護者の中には集団活動を経験してほしいというニーズが

強くあった。そのため、幼稚部では、毎週火曜日に居住地の幼稚園・保育所等に出向くとい

う取組を行っている。そうした集団での活動を経て、個々の子どもの集団内での課題を把握

し、その後の指導に生かしている。また、小学部では、平成 29 年度より継続的に地域の公

民館の方と、こま回し等の昔遊び交流を行い、地域住民との交流を深める取組を行っている

（資料 6-1）。 

一方、「ひまわり分校」では、校庭がないため、中学部に在籍する生徒が地域の中学校で

一緒に新体力テストなどを行ったり、地域の中学校で開かれる手話交流会で、手話の「先生」

として、地域の学校の子どもに手話を教える活動を行ったりしている（資料 6-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 6-2 手話交流会 

観点４： 

障害のない幼児児童生徒・地域社会との交流及び共同学習の設定 

資料 6-1 あおば公民館との交流 
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5. 生徒自身による自己評価の取組 

 生徒による自己評価については、「ひまわり分校」が中心的に取り組んだ。「ひまわり分校」

では、授業の「ふりかえりシート」（資料 7）を作成した。「ふりかえりシート」には、「め

ざす姿」に関する自己評価と、授業担当教職員による他者評価の項目を設け、客観的にその

日の学習成果を振り返ることが可能になっている。また、「考えが深まったこと」として生

徒が自己の思考を振り返る欄を作成することで、授業における振り返り活動を充実させ、生

徒の学びの深まりを図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点５： 

多面的な視点からの学習評価・授業評価・学校評価の実施 

資料 7 「ふりかえりシート」 


